
にしょうスマイル
------------------- 第二小学校/ 高松児童館/ 曙学童保育所複合施設整備事業

整備事業は以下のスケジュールのとおり進めています。
令和８年度は新校舎等の実施設計を取りまとめ、旧校舎の解体工事を行っています。今後
は新校舎等の建設工事に着手する予定です。

令和８年４月に仮設校舎へ引越しを行い、既存校舎の解体工事が始まりました。8月下旬
時点で既存校舎の解体作業を行い、令和８年１１月頃まで作業が続く予定です。

既存校舎の解体現場（8月31日）

学校へのヒアリングや、地域住民などを対象とした説明会及びPTAとの意見交換を行うと
ともに、建築、色彩、植栽計画の専門家から意見聴取し、実施設計を取りまとめました。

令和8年10月号vol.01

設計基本方針の中でも、
今回はワークスペース（WS）のイメージについてご紹介します！

WSは教室と一体的利用を可能とし、
移動式キャスターパネル等により
可変性を持たせ、個に応じた学習環
境や協働学習等の学習計画に対応し
やすい計画とします。

普通教室と特別教室の間には、
ワークスペース（WS）を配置。
個別最適な学びと協働的な学びの
両立した多彩な学びに応えます。

▲動線上に配置した学びの場 ▲多様な学習環境に応えるWSのイメージ

現在、第二小学校/高松児童館/曙学童保育所複合施設整備事業（※１）では、令和7年1月
に設計施工一括方式（※２）で関東・長井特定建設工事共同企業体と契約し、令和10年度
中の供用開始を目標に事業を進めています。 「にしょうスマイル」では事業の進捗状況を
お知らせします。

※１ 第二小学校/高松児童館/曙学童保育所複合施設整備事業とは
前期施設整備計画に基づき、老朽化が進んでいる第二小学校と近隣の高松児童館、
曙学童保育所を複合化し、子どもたちが主役となる拠点として整備する事業です。

※2 設計施工一括方式とは
従来の設計と施工を分割して発注する方式ではなく、設計と施工を一括して発注
する方式です。
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